
地方都市魚津における駅周辺のまちづくり　―新・旧市街地の岐路―37

図1：魚津市中心市街地の人口増減率（2018年／2010年比）
（魚津市資料（＊1・2）をもとに筆者作成）

図2：魚津市中心市街地の人口密度（2010年）
（魚津市資料（＊3）をもとに筆者作成）
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地
方
都
市
魚
津
に
お
け
る
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

阿
久
井 

康
平

―
新
・
旧
市
街
地
の
岐
路
―
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１
．
は
じ
め
に

「
駅
は
都
市
の
顔
・
玄
関
口
」
と
い
っ
た
言
葉
を
よ
く
耳
に
す

る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
、
地
方
都
市
魚
津
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
当
て
、
と
り
わ
け
駅
周
辺
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

鉄
道
で
高
岡
か
ら
約
40
分
（
富
山
か
ら
約
25
分
）、
風
光
明
媚
な
山

海
、
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
魚
津
の
ま
ち
に
辿
り
着
く
。
魚
津

市
は
、
富
山
県
東
部
の
新
川
地
方
に
位
置
す
る
人
口
約
４
万
２
千

人
の
中
核
都
市
で
あ
る
。
市
内
に
は
、
あ
い
の
風
富
山
鉄
道
の
魚

津
駅
を
は
じ
め
、
富
山
地
方
鉄
道
の
新
魚
津
駅
、
電
鉄
魚
津
駅
、

西
魚
津
駅
、
経
田
駅
の
５
つ
の
鉄
道
駅
、
北
陸
の
重
要
幹
線
で
あ

る
北
陸
自
動
車
道
、
国
道
８
号
な
ど
が
走
り
、
県
内
の
主
要
都
市

と
結
ば
れ
て
い
る
。

魚
津
市
の
都
市
構
造
は
、
主
に
魚
津
駅
・
新
魚
津
駅
周
辺
に
お

い
て
１
９
６
０
年
代
に
開
発
さ
れ
た
新
市
街
地
、
そ
し
て
魚
津
城

跡
を
中
心
と
し
た
電
鉄
魚
津
駅
周
辺
の
旧
市
街
地
を
中
心
に
成
立

し
て
き
た
背
景
が
あ
る
。

現
在
、
わ
が
国
の
多
く
の
都
市
、
特
に
地
方
都
市
に
お
け
る
人

口
減
少
問
題
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
が
、
魚
津
市
も
ま
た
同
様
の

問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
図
１
の
よ
う
に
、
２
０
１
０
年
（
平
成
22

年
）
か
ら
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
に
か
け
た
人
口
増
減
率
を
み
る

と
、ほ
と
ん
ど
の
町
丁
目
で
人
口
減
少
が
際
立
つ
。
特
に
、新
・
旧

市
街
地
の
中
枢
を
担
う
駅
周
辺
に
お
い
て
、
人
口
減
少
が
如
実
に

表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
高
速
道
路
や
主
要
幹
線
道
路

付
近
に
お
い
て
は
、
人
口
増
加
が
見
ら
れ
る
地
域
も
み
ら
れ
、
依

然
と
し
た
自
動
車
依
存
の
高
さ
も
伺
え
る
。
ま
た
、
図
２
の
よ
う

に
、
魚
津
市
の
人
口
密
度
は
、
魚
津
駅
・
新
魚
津
駅
周
辺
の
新
市

街
地
、
電
鉄
魚
津
駅
周
辺
の
旧
市
街
地
で
人
口
集
中
地
区
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ひ
と
、
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
づ
く

り
の
必
要
性
、
都
市
財
政
の
圧
迫
な
ど
と
い
っ
た
背
景
の
も
と
、

「
ま
ち
空
間
の
創
造
と
再
生
」を
考
え
る
上
で
、
駅
周
辺
の
地
域
構

想
は
今
後
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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地方都市魚津における駅周辺のまちづくり　―新・旧市街地の岐路―39

図 3：魚津駅・新魚津駅周辺まちづくり協議会で提示された将来像の都市軸・ゾーニング
（魚津市資料（＊8））

図4：魚津都市計画用途地域図（＊9）

38

２
．
新
市
街
地 

魚
津
駅
・
新
魚
津
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

魚
津
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
と
き
、
山
を
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
と
し
た

ヴ
ィ
ス
タ
に
圧
倒
さ
れ
た
景
観
体
験
を
思
い
出
す
。
駅
を
降
り
て

す
ぐ
眼
前
に
望
む
立
山
連
峰
は
、
富
山
市
な
ど
か
ら
望
む
形
象
と

違
っ
た
景
観
を
愉
し
む
こ
と
が
で
き
る（
写
真
１
）。
対
し
て
、
新
魚

津
駅
西
側
か
ら
海
岸
線
ま
で
の
距
離
は
１
㎞
に
も
満
た
な
い
。
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
自
然
資
源
と
の
関
係
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
は
全

国
で
も
類
を
み
な
い
も
の
で
は
な
い
か
。

新
市
街
地
の
形
成
過
程
を
顧
み
る
と
、
魚
津
駅
前
（
釈
迦
堂
地
区
）

は
、
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）
頃
ま
で
駅
正
面
以
外
は
周
囲
に
水

田
が
広
が
り
、約
30
戸
の
兼
業
農
家
が
あ
る
集
落
で
あ
っ
た （
＊
４
）

と
い
う
記
録
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
現
在
の
魚
津
駅
東
側
の
街

路
は
、
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
４
月
か
ら
１
９
７
０
年
（
昭
和
45

年
）３
月
に
か
け
て
区
画
整
理
さ
れ （
＊
５
・
６
）、
さ
ら
に
、
魚
津
駅

西
側
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）
度
か
ら
区
画
整
理

さ
れ
、
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
11
月
に
完
了
し
た （
＊
７
）
と
い
う

記
録
が
確
認
で
き
る
。

魚
津
駅
と
新
魚
津
駅
は
、
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
と
富
山
地
方

鉄
道
が
並
走
し
、
相
互
乗
り
換
え
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
２
駅

が
旧
Ｊ
Ｒ
貨
物
跡
地
を
挟
む
よ
う
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
魚
津
駅
・
新
魚
津
駅
を
核
と
し
て
、「
公
共
交
通
の
利
便

写真1：魚津駅から東側（山側）を望む（魚津市提供）
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地方都市魚津における駅周辺のまちづくり　―新・旧市街地の岐路―41

つ
な
が
り
、駅
周
辺
の
利
便
性
を
市
民
が
享
受
で
き
る
。
ま
た
、海

側
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
よ
り
広
域
か
ら
の

来
訪
の
増
加
も
促
進
さ
せ
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
充
実
さ
せ
る
ま
ち
で
あ
る
。
図
３
の
よ
う
に
協
議
会
で
は
、
こ

れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
将
来
像
の
素
案
策
定
を
行
っ
て
い
る
。

図
４
の
駅
周
辺
の
用
途
地
域
を
み
る
と
、
対
象
エ
リ
ア
の
多
く

を
占
め
る
商
業
地
域
を
は
じ
め
、
住
居
（
専
用
）
地
域
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ

ら
の
特
性
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
今
後
検
討
が
必
要
と
な
る
居

住
誘
導
区
域
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
、
誘
導
す
べ
き
都
市
施
設
な

ど
を
勘
案
し
た
立
地
適
正
化
計
画
と
の
連
動
を
図
り
な
が
ら
、
戦

略
的
に
考
究
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
魚
津
駅
・
新
魚
津
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
都
市
軸
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
順
を

追
っ
て
み
て
い
き
た
い
。

都
市
軸
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
冒
頭
で
述
べ
た
魚
津
の
都
市
構
造

が
形
成
す
る
山
側
の
ヴ
ィ
ス
タ
、
海
側
の
地
域
資
源
と
い
っ
た
固

有
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
つ
な
ぐ
都
市
軸
を
景
観
軸
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
現
状
の
駅
空
間
に
着
目
す
る
と
、
ま
ち
の
東
側
と
西

側
は
地
下
自
由
通
路
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
移
動
可
能
な
一

方
で
、
空
間
的
、
視
覚
的
に
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
つ
ま
り
、
言
い
換
え
れ
ば
駅
空
間
そ
の
も
の
が
ま

ち
の
分
断
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
ち
の
連
続
性
を
確
保
し
つ

つ
、
今
後
の
将
来
像
を
描
い
て
い
く
上
で
、
こ
の
景
観
軸
が
主
導

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

商
業
交
流
軸
は
、
現
状
の
飲
食
店
街
や
観
光
案
内
所
に
加
え
、

今
後
拡
充
す
べ
き
商
業
施
設
や
機
能
を
つ
な
ぎ
、
商
業
交
流
や
賑

わ
い
の
活
性
化
を
図
る
都
市
軸
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
例
え

ば
、
商
業
交
流
軸
と
景
観
軸
が
交
わ
る
エ
リ
ア
で
は
、
オ
ー
プ
ン

テ
ラ
ス
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
、
魚
津
特
有
の
眺
望
や
資
源
を

利
活
用
し
た
商
業
展
開
の
可
能
性
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
軸
は
、
海
岸
沿
い
の
「
埋
没
林
博
物

館
（
写
真
２
）」「
海
の
駅
蜃
気
楼
」「
あ
り
そ
ド
ー
ム
」「
魚
津
市
場

お
さ
か
な
ラ
ン
ド
」
と
い
っ
た
主
要
な
観
光
施
設
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
・
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
・
県
有
形
民
俗
文
化
財

指
定
の
「
た
て
も
ん
祭
り
（
写
真
３
）」、「
海
上
花
火
大
会
」、「
し
ん

き
ろ
う
ロ
ー
ド
（
写
真
４
）」
な
ど
の
観
光
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
た
都
市
軸
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
海
側
の
景
観
を
見
せ

た
い
方
向
、
景
観
を
感
じ
ら
れ
る
景
観
軸
か
ら
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
軸
へ
と
い
ざ
な
う
よ
う
に
、
明
解
か
つ
シ
ー
ム
レ
ス
に
都

市
軸
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
も
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
牽
引
す
る
一
つ

40

性
向
上
」「
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
両
立
を
目
的
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
あ
た
り
、
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
８
月
か
ら
産
官
学

で
の
魚
津
駅
・
新
魚
津
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
以
下
：
協
議

会
）
が
立
ち
上
が
り
、
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
期
待
も
大
き
い
。

こ
れ
ま
で
に
協
議
会
で
導
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
る
と
、
大

き
く
３
つ
に
体
系
化
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
駅
周
辺
空
間
の
再
編

に
あ
た
っ
て
、
気
軽
に
鉄
道
横
断
が
可
能
で
あ
り
、
駅
東
側（
山
側
）

と
駅
西
側
（
海
側
）
が
つ
な
が
っ
た
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
形
成
す
る
こ

と
で
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
地
域
内
外
に
向
け
て
発
信
さ

れ
る
ま
ち
。
二
つ
目
は
、駅
か
ら
２
５
０
ｍ
徒
歩
圏
域
内
で
は
、一

通
り
の
生
活
機
能
を
拡
充
し
、
自
動
車
に
依
存
し
な
く
て
も
歩
い

て
暮
ら
せ
る
エ
リ
ア
、
さ
ら
に
こ
の
エ
リ
ア
に
訪
れ
れ
ば
い
つ
で

も
誰
で
も
交
流
が
楽
し
め
る
ま
ち
。
三
つ
目
は
、
駅
か
ら
広
が
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
市
内
各
地
と
駅
が
自
転
車
や
小
型
・
自

動
運
転
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
含
む
様
々
な
移
動
手
段
が
シ
ー
ム
レ
ス
に

写真3：たてもん祭り

写真4：しんきろうロード

写真2：埋没林博物館（魚津市観光協会HP（＊10））
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地方都市魚津における駅周辺のまちづくり　―新・旧市街地の岐路―43

導
も
見
据
え
な
が
ら
、
昼
夜
問
わ
な
い
飲
食
店
街
、
魅
力
的
な
商

業
・
業
務
・
宿
泊
施
設
な
ど
が
連
携
・
競
争
し
な
が
ら
活
性
化
で

き
る
よ
う
に
必
要
な
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
エ
リ
ア
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

海
岸
観
光
エ
リ
ア
・
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
は
、
多

様
な
自
然
・
地
域
資
源
が
集
積
す
る
エ
リ
ア
で
あ
り
、
前
述
の
と

お
り
駅
周
辺
か
ら
１
㎞
に
も
満
た
な
い
位
置
関
係
に
あ
る
。
地
域

住
民
の
み
な
ら
ず
来
訪
者
の
拡
充
を
狙
っ
た
サ
イ
ン
計
画
・
デ
ザ

イ
ン
、
沿
道
緑
化
に
よ
る
街
路
景
観
の
形
成
な
ど
も
一
つ
の
手
掛

か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

商
業
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
は
、
海
岸
観
光
エ
リ
ア
・
健

康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
と
ま
ち
な
か
居
住
エ
リ
ア
の
中
間

領
域
の
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
ち
な
か
居
住

者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
や
、
観
光
者
を
は
じ
め
と
す
る
来

図5：魚津市火災復興土地区画整理予想図（＊12）

写真5：竣工後の中央通り商店街（1959年頃）（＊13）

42

の
鍵
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ち
な
か
交
流
軸
は
、
主
要
な
公
共
公
益
施
設
や
生
活
拠
点
を

結
ぶ
都
市
軸
と
し
て
位
置
づ
け
、
駅
空
間
の
再
編
や
景
観
軸
と
連

動
さ
せ
る
と
と
も
に
、
駅
東
西
空
間
の
連
続
性
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
西
側
エ
リ
ア
の
居
住
誘
導
の
促
進
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

歩
行
者
空
間
軸
は
、
地
域
居
住
者
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
観
光

者
・
来
訪
者
の
観
光
や
ま
ち
あ
る
き
な
ど
、
歩
行
者
優
先
の
道
路

空
間
と
し
て
再
編
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
、
楽

し
く
賑
わ
い
あ
る
広
場
の
よ
う
な
歩
行
者
空
間
を
形
成
す
る
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歩
行
者
空
間
軸
は
、
周
辺

エ
リ
ア
に
も
足
を
延
ば
す
き
っ
か
け
と
な
る
空
間
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
駅
空
間
の
再
編
に
よ
り
、
駅

東
西
空
間
を
つ
な
ぐ
連
続
性
あ
る
歩
行
者
空
間
軸
を
形
成
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
距
離
と
時
間
感
覚
の
関
係
で
言
え

ば
、
徒
歩
10
分
で
概
ね
８
０
０
ｍ
で
あ
り
、
駅
か
ら
海
ま
で
の
圏

域
が
概
ね
こ
う
い
っ
た
条
件
下
に
あ
る
こ
と
も
分
か
る
。
景
観
軸

と
の
連
動
を
図
る
な
ど
、
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
よ
う
な
歩
行
者

空
間
軸
の
形
成
も
期
待
で
き
る
。

次
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
話
を
移
す
。
ま
ず
、
サ
テ
ィ
ス

フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
は
、
駅
周
辺
に
お
け
る
既
存
の
公
共
施
設

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
念
頭
に
置
き
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
発
揮
さ
せ
て
利
用
環
境
の
改
善
を
図
り
、
広
域
公
共
交
通
の

連
携
充
実
も
促
進
し
な
が
ら
、
駅
利
用
者
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
駅
空
間
や
両
駅
の

前
広
場
を
中
心
に
交
流
・
交
通
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

魚
津
の
玄
関
口
と
し
て
地
域
住
民
や
来
訪
者
と
の
多
様
な
交
流
、

世
代
を
つ
な
ぐ
ま
ち
の
拠
点
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
な
か
居
住
エ
リ
ア
は
、
各
エ
リ
ア
に
隣
接
し
、
ま
ち
な
か

で
の
生
活
に
お
い
て
利
便
性
を
高
め
る
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
駅
東
側
に
あ
る
公
園
や
行
政
機
関
を
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
ア
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
魚
津
市
庁
舎
の
建
替
え
（
２
０
２
３

年
度
完
成
予
定 （
＊
11
））
に
伴
っ
て
公
共
施
設
の
複
合
集
約
化
を
行
う

な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
ま
ち
な
か
居
住
環
境
向
上

を
図
る
こ
と
で
、
居
住
誘
導
促
進
を
図
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
他
方
で
、
都
市
部
の
グ
リ
ー
ン
帯
と
な
る
緑
地
公
園
「
パ
ー

ク
コ
ア
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
を
は
じ
め

と
す
る
憩
い
の
場
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
さ
ら
に
は
来
訪
者
か
ら
も

親
し
ま
れ
る
ま
ち
な
か
緑
地
公
園
と
し
て
の
役
割
を
担
う
な
ど
、

豊
か
な
住
環
境
形
成
に
資
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

商
業
交
流
エ
リ
ア
は
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
交
流
人
口
の
誘
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中
央
通
り
の
防
火
建
築
帯
は
、
図
５
に
示
す
火
災
復
興
土
地
区
画

整
理
に
よ
る
道
路
拡
幅
と
連
動
、
１
９
５
２
年
（
昭
和
27
年
）
５
月

に
施
行
さ
れ
た
耐
火
建
築
促
進
法
に
基
づ
き
、
防
火
建
築
帯
造
成

事
業
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
た
。

当
時
の
わ
が
国
に
お
い
て
、
都
市
不
燃
化
運
動
が
進
ん
で
い
た

背
景
も
あ
り
、
防
火
建
築
帯
の
動
き
は
鳥
取
市
若
桜
街
道
（
１
９
５

２
年
）
に
お
け
る
防
火
建
築
帯
の
指
定
を
皮
切
り
に
、
沼
津
市
ア
ー

ケ
ー
ド
名
店
街
（
１
９
５
３
年
）、
宇
都
宮
市
バ
ン
バ
ビ
ル
、
そ
し
て

魚
津
市
中
央
通
り
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
都
市
の
多
く
の
商

店
街
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

魚
津
市
中
央
通
り
の
防
火
建
築
帯
の
設
計
は
、
日
本
不
燃
建
築

研
究
所
の
今
泉
善
一 （
＊
15
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
着
目
す
る
と
、
写
真
５
の
よ
う
に
煉
瓦
タ

イ
ル
に
よ
る
水
平
方
向
の
連
続
性
を
強
調
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
に
加

え
、
垂
直
方
向
の
Ｒ
Ｃ
ス
リ
ッ
ト
、
屋
上
に
み
ら
れ
る
千
鳥
状
の

手
す
り
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
デ
ィ
テ
ー
ル
ま
で
配
慮
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
簡
素
な
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

そ
の
設
計
思
想
に
は
新
た
な
時
代
を
見
据
え
た
街
並
み
、
地
域
景

観
の
形
成
へ
の
眼
差
し
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

わ
が
国
の
防
火
建
築
帯
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
多
く
が
老
朽

化
等
の
問
題
を
抱
え
、
現
在
次
々
と
撤
去
・
解
体
が
進
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
。
時
を
経
た
今
、
魚
津
市
中
央
通
り

商
店
街
の
防
火
建
築
帯
は
、
そ
の
一
部
で
増
改
築
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
写
真
６
の
よ
う
に
当
時
の
面
影
が
今
も
色
濃
く
残
る
極
め

て
希
少
な
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
屋
上
か
ら
は
豊
か
な
山
海
が
一

望
で
き
、
先
人
た
ち
が
見
た
風
景
の
共
有
に
も
思
い
を
馳
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
空
間
利
用
に
も
想
像
が
掻
き
立
て

ら
れ
る
。

中
央
通
り
商
店
街
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
地
域
の
買
物
客
、

寺
院
参
拝
客
が
多
く
来
訪
、
客
足
を
集
め
る
な
ど
市
内
で
も
指
折

り
の
賑
わ
い
の
場
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
写
真
７
は
１
９

５
９
年
頃
の
中
央
通
り
商
店
街
で
の
パ
レ
ー
ド
で
の
様
子
で
あ
る

が
、
商
店
街
前
面
の
み
な
ら
ず
、
防
火
建
築
帯
の
内
部
、
屋
上
ま

で
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り
で
賑
わ
っ
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。
し

か
し
、
近
年
に
お
い
て
は
空
き
店
舗
、
閉
店
す
る
店
舗
が
目
立
ち
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
の
進
行
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
も
現

状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
戦
後
建
築
の
歴
史
的
資
源
と
し
て
の
意
義
や
価
値
の

発
掘
・
共
有
に
関
す
る
調
査
研
究
、
知
見
を
利
活
用
し
た
地
域
の

将
来
像
の
提
案
が
神
奈
川
大
学
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
継
続
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
富
山
大
学 

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部 

44

訪
者
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
よ
う
な
商
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
の
展
開
を
担
い
、
魅
力
あ
る
土
地
利
用
の
展
開
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
現
在
の
用
途
地
域
が
工
業
地
域
と
い
う
こ
と

に
加
え
て
、
海
を
感
じ
に
く
い
空
間
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め

な
い
。
そ
の
た
め
、
海
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
の
設
え
、

海
に
向
か
う
ア
プ
ロ
ー
チ
形
成
な
ど
、
ま
ち
の
印
象
を
変
え
る
ト

リ
ガ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

３
．
旧
市
街
地 

電
鉄
魚
津
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

新
魚
津
駅
か
ら
南
に
一
駅
隣
り
、
距
離
に
し
て
概
ね
１
㎞
離
れ

た
と
こ
ろ
に
電
鉄
魚
津
駅
が
あ
る
。
電
鉄
魚
津
駅
周
辺
は
、
魚
津

駅
・
新
魚
津
駅
を
核
と
し
た
新
市
街
地
に
対
し
て
旧
市
街
地
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
電
鉄
魚
津
駅
を
降
り
る
と
す
ぐ
に
、
ア
ー

ケ
ー
ド
の
あ
る
商
店
街
の
街
並
み
に
出
会
う
。
一
帶
の
市
街
地
は

江
戸
期
に
お
け
る
町
人
街
の
形
成
に
遡
り
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
市
街
地
が
拡
大
し
て
き
た
。
商
店
街
の
中
枢
を
成
す

中
央
通
り
名
店
街
に
加
え
、
駅
前
に
つ
な
が
る
新
宿
通
り
、
銀
座

通
り
、
文
化
町
通
り
と
い
っ
た
市
街
地
の
中
心
的
な
繁
華
街
を
形

成
し
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
１
９
５
６
年（
昭
和
31
年
）９
月
に
発
生

し
た
魚
津
大
火
を
契
機
に
、
中
央
通
り
名
店
街
を
主
と
す
る
区
画

の
商
店
街
が
防
火
建
築
帯
と
し
て
改
良
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

写真6：現在の中央通り商店街

写真7：中央通り商店街での賑わい（1959年頃）（＊14）
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都
市
・
交
通
デ
ザ
イ
ン
学
科
も
商
店
街
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
へ
の
参
画
機
会
を
頂
き
、
道
路
空
間
の
再
編
、
商
業
・
建

築
群
空
間
の
再
編
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、
学
生
が
主
体
と
な
り
課
題
や
魅
力
の
抽
出
・
体

系
化
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
議
論
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
（
写
真
８
・
９
）。

近
年
の
中
央
通
り
商
店
街
を
取
り
巻
く
動
き
と
し
て
、
１
９
９

８
年
〜
１
９
９
９
年
（
平
成
10
年
〜
平
成
11
年
）
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
設
置
・
活
用
に
始
ま
り
、
２
０
０
１
年

（
平
成
13
年
）
の
空
き
店
舗
を
利
活
用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
支

援
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
も
実
施
さ
れ
て
き
た
。
同
事
業
を
活
用

し
て
こ
れ
ま
で
全
10
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
８
店
舗
が

中
央
通
り
商
店
街
で
開
業
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

に
は
こ
だ
わ
り
の
地
産
食
材
販
売
、
手
作
り
惣
菜
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
、
ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
が
一
体
と
な
っ
た

「
藤
吉
（
写
真
10
）」
が
「
が
ん
ば
る
商
店
街
支
援
事
業
費
補
助
金
」、

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「m

achi-

co

」が「
ま
ち
な
か
開
業
促
進
物
件
整
備
事
業
費
補
助
金
」と
い
っ

た
富
山
県
と
魚
津
市
に
よ
る
協
調
補
助
金
の
整
備
支
援
を
受
け
て

開
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）９
月
に
は
、
地

産
食
材
等
を
使
用
し
た
お
菓
子
屋
「bel tem

po

（
写
真
11
）」
が
新

た
に
魚
津
市
の
助
成
を
受
け
て
開
業
す
る
な
ど
、
防
火
建
築
帯
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
若
手
出
店
者
も
増
加
し
て
お
り
、
商
店
街

活
性
化
に
新
た
な
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
３
月
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
デ
ュ
ー
スF.O

.U.R

が
主
催
と
な
っ
た
「
防
火
建
築
帯
Ｆ
Ｅ

Ｓ
（
写
真
12
・
13
）」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
、

防
火
建
築
帯
の
認
知
度
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

４
．
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
た
新
市
街
地
と
旧
市
街
地
の
岐
路

本
稿
で
は
、
地
方
都
市
魚
津
に
お
け
る
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
新
市
街
地
・
旧
市
街

地
と
も
に
、
次
代
の
魚
津
の
顔
・
玄
関
口
を
担
う
駅
周
辺
を
核
に

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
潮
流
が
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
る
。「
ま
ち

空
間
の
創
造
と
再
生
」
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
と
り
わ
け
地
方

都
市
が
抱
え
る
課
題
は
大
き
く
、
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
中

長
期
の
視
点
で
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
共
有
し
、

一
歩
ず
つ
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
丁
寧

に
捉
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
日
常
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
加

え
て
魚
津
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
魚
津
で
し
か
で
き
な
い
目
的
に

向
か
う
手
段
を
吟
味
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
商
店
街
で
は
、
事

46

写真 10：防火建築帯のリノベーション
事例「藤吉」

写真11：防火建築帯のリノベーション
事例「bel tempo」

写真8：学生のフィールドワークの様子

写真9：地域と学生の意見交換
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地方都市魚津における駅周辺のまちづくり　―新・旧市街地の岐路―49

津
市
教
育
委
員
会
、
２
８
２
頁
。

＊
５ 

魚
津
市
史
編
纂
委
員
会
編
（
２
０
１
２
）『
図
説　

魚
津
の
歴
史
』
魚
津
市
教

育
委
員
会
、
２
８
０
頁
。

＊
６ 

『
魚
津
市
史　

続
巻　

現
代
編
』、
１
３
９-

１
４
０
頁
。

＊
７ 

『
魚
津
市
史　

続
巻　

現
代
編
』、
１
４
６-

１
４
７
頁
。

＊
８ 

魚
津
市
（
２
０
１
８
）「
魚
津
駅
・
新
魚
津
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
資
料
」

＊
９ 

魚
津
市
「
魚
津
都
市
計
画
用
途
地
域
図
」　http://w

w
w
.city.uozu.toyam

a.

jp/attach/ED
IT/026/026839.pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
：
２
０
１
８
年
９
月
13

日
）

＊
10 

魚
津
市
観
光
協
会　

http://w
w
w
.uozu-kanko.jp/?p=3685

（
ア
ク
セ
ス

日
：
２
０
１
８
年
９
月
13
日
）

＊
11 

魚
津
市
：
魚
津
市
公
共
施
設
再
編
方
針
、
２
０
１
４
．　

http://w
w
w
.city.

uozu.toyam
a.jp/attach/ED

IT/035/035207.pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
：
２
０

１
８
年
９
月
13
日
）

＊
12 

不
燃
建
築
研
究
会
編
（
１
９
５
９
）『
燃
え
な
い
商
店
建
築
図
集
』
理
工
学
社
。

＊
13 

不
燃
建
築
研
究
会
編
、
前
掲
書
。

＊
14 

不
燃
建
築
研
究
会
編
、
前
掲
書
。

＊
15 

Ｂ
Ａ
編
集
部
編
（
２
０
１
７
）『
Ｂ
Ａ
／
横
浜
防
火
建
築
研
究
』
10
＋
11
合
併

号
、
神
奈
川
大
学
工
学
部
建
築
学
科
中
井
研
究
室
、
77
頁
（
Ｂ
Ａ
特
別
号　

魚

津
防
火
建
築
帯
）。

48

業
や
出
店
者
が
介
入
し
や
す
い
環
境
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
や

充
実
化
も
一
つ
の
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
市
域
と
し
て
活
性
化
を

図
る
た
め
に
は
、
新
市
街
地
と
旧
市
街
地
を
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト

面
で
連
動
さ
せ
る
施
策
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
出
来
る
か
ど
う
か
」
を
問
う
の
で
は
な

く
、「
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
出
来
る
か
」
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
は
な
い
か
。“
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
”
と
は
何
か
。
あ
る
べ
き

目
的
の
本
質
に
立
ち
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
続
け
て
い
き
た
い
。

【
註
釈
】

＊
１ 

魚
津
市
「
行
政
区
別
人
口
統
計
表
」（
２
０
１
８
年
９
月
）　http://w

w
w
.

city.uozu.toyam
a.jp/guide/svGuideD

tl.aspx?servno=551

（
ア
ク
セ
ス

日
：
２
０
１
８
年
９
月
13
日
）

＊
２ 

魚
津
市
「
行
政
区
別
人
口
統
計
表
」（
２
０
１
０
年
９
月
）　http://w

w
w
.

city.uozu.toyam
a.jp/guide/svGuideD

tl.aspx?servno=551

（
ア
ク
セ
ス

日
：
２
０
１
８
年
９
月
13
日
）

＊
３ 
魚
津
市
編
（
２
０
１
３
）「
１
．
人
口
、
人
口
分
布
図
（
小
地
域
）」『
平
成
25

年
度
魚
津
市
都
市
計
画
基
礎
調
査
報
告
書
』
魚
津
市
。

＊
４ 

魚
津
市
史
編
纂
委
員
会
編
（
２
０
１
２
）『
魚
津
市
史　

続
巻　

現
代
編
』
魚

写真12：防火建築帯FESの様子

写真13：防火建築帯FESの様子
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